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元町地区復興まちづくりの検討状況について 

 

１．元町地区復興まちづくりの主要事業と事業手法 

 

（１）元町地区の復興まちづくりの主要事業 

 

元町地区復興まちづくりの主要事業一覧（平成 27年 1月末現在） 

事業主体 事業名 概要 事業年度 

大島町 町道新設・改良事業 大金沢流路沿川町道新設 

（湯の浜橋～丸塚橋） 

平成 26年度～ 

大金沢流路沿川町道新設 

（丸塚橋～堆積工） 

既存町道改良整備 

（木伐大道改良整備） 

新設町道隣接地等の広場整備 平成 27年度～ 

メモリアル公園整備 平成 26年度～ 

 

（２）大島町の復興まちづくりに活用する事業手法 

  ・町道新設・改良、新設町道隣接地等の広場は、都市防災総合推進事業「被災地に

おける復興まちづくり総合支援事業」を活用して整備します。 

  ・メモリアル公園は、公園の区域を都市計画に定めて、都市公園事業を活用して整

備します。 

 

  

資料３ 
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【都市防災総合推進事業 被災地における復興まちづくり総合支援事業の概要】 

          所管：国土交通省 都市局 都市安全課  

          資料出典：国土交通省ホームページ 

          （http://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000044493.pdf） 

  

http://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000044493.pdf
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17 

【都市公園事業の概要】 

           所管：国土交通省 都市局 公園緑地・景観課 

           資料出典：国土交通省ホームページ 

     （http://www.mlit.go.jp/crd/park/joho/hojo/hojo/index.html） 

  

 

・地方公共団体等が行う都市公園（※）の整備を推進する事業です。 

   ※都市公園とは都市計画法に基づいて整備される公園をさします。 

  

  補助率 

    国の補助 都道府県・市町村の負担 

都道府県及び 

市町村の公園 

用 地 1／3（1／2） 2／3（1／2） 

施 設 1／2 1／2 
 

 

※ （  ）は沖縄［沖縄振興特別措置法］および緩衝緑地［公害の防止に関する事業に係

る国の財政上の措置に関する法律に基づくもの］  

http://www.mlit.go.jp/crd/park/joho/hojo/hojo/index.html
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２．町道新設・改良事業について 

（１）町道新設・改良事業のこれまでの検討経過 

年 月 実施事項 

平成 26年 10月 ・道路幅員等の検討（湯の浜橋～丸塚橋） 

・町道概略設計の着手（湯の浜橋～丸塚橋） 

11月 ・地権者個別ヒアリングの実施 

・元町地区復興まちづくり計画検討進捗報告会開催（11月 14日 

町道整備にかかる進捗について説明） 

・丸塚橋～堆積工までの整備方針の検討（右岸に歩行者専用道と

して整備） 

12月 ・路線測量の実施（湯の浜橋～丸塚橋） 

・地権者個別ヒアリングの実施 

・町道計画線の決定 

・大金沢流路にかかる土地の境界立会及び町道に関する地権者説

明の実施 

平成 27年 １月 ・大金沢流路の境界位置と町道の位置を示す杭の設置（２月中旬

頃まで） 

・神達、丸塚一帯の現況測量（３月末頃まで） 

・町道詳細設計の着手（湯の浜橋～丸塚橋 ３月末完了予定） 

・歩行者専用道路の概略設計の着手（丸塚橋～堆積工 右岸側） 

・メモリアル公園を連絡する道路ネットワークの検討（幅員５ｍ

の道路新設と木伐大道の改良の方向性を確認） 

２月 ・町道概略設計の着手（丸塚橋～堆積工 左岸側） 

 

（２）今後のスケジュール 

※ 現時点での想定スケジュールであり、今後変更となることがあります。 

・平成 27年度    流路改修区間の道路用地等の買収 

   ・平成 28年度～   整備工事  

            ※大金沢流路沿川町道は、順次、下流域から整備を行います。
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元町地区の道路等整備の検討状況（平成 27年２月現在の案） 大島町作成 

大金沢流路沿川町道新設整備（平成 26年度設計） 
歩行者専用道路新設整備（平成 26年度設計） 

大金沢流路沿川町道整備（平成 26年度設計） 

木伐大道改良整備（平成 27年度設計） 

メモリアル公園（検討中） 

広場の新設整備（検討中） 
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３．メモリアル公園について 

（１）メモリアル公園のこれまでの検討経過 

年 月 実施事項 

平成 26年 10月 ・公園整備に向けた進め方等の検討 

・公園基本計画の作成に着手 

11月 ・元町地区復興まちづくり計画検討進捗報告会開催（11月 14日 

公園の検討の進め方等について説明） 

・東京都との協議 

・公園区域、公園区域の考え方の検討 

12月 ・公園区域の概ねの範囲の検討・案の作成 

平成 27年 １月 ・神達、丸塚一帯の現況測量（３月末頃まで） 

・東京都との協議 

・地権者個別ヒアリング実施 

２月 ・環境省との協議 

 

（２）公園の基本的な考え方について 

  ①公園区域の設定の視点 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②公園の基本的な考え方 

   ・被災を忘れず後世に伝えていくこと、みんなが集まり未来につながる場となるこ

とを主眼とし、子どもからお年寄りまで様々な世代に親しまれる公園とすること

を、基本的な考え方として検討しています。 

   ・公園区域以外の被災した土地については、新設町道を整備するなどし、利便性の

向上を図ることで、安全・安心なまちづくりを進めていきます。 

 

●災害犠牲者の慰霊の視点 

・特に被害が大きかった地域や献花台

が設置されている場所を取り込む 

●安心感の確保の視点 

・バッファ空間を確保するため堆積工や

導流堤付近の場所を取り込む 

●もともとの地形の活用の視点 

・高台から海までの眺望を確保できる場

所を取り込む 

●災害教訓の伝承の視点 

・被災から生き残った樹木のある場所

など災害遺構のある場所を取り込む 

●訪れやすさの視点 

・御神火スカイラインや既存の道路に

隣接する場所を取り込む 

●その他の視点 

・多様な世代の利用に応えられる規模 

・良好な維持管理ができる規模 



21 
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メモリアル公園として検討している区域（平成 27年１月現在の案） 

Ｎ 

新設遊歩道（計画） 

 

新設町道（計画） 

 

御神火スカイライン 

 

木
伐
大
道
拡
幅
整
備
（
計
画
） 

丸塚橋 

 

つばき小学校 

 

大金沢堆積工 

 

メモリアル公園として検討している概ねの区域 
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（３）今後のスケジュール 

     ※公園の整備内容に向けた検討は、町民参加を得て継続して実施します。 

 

 

 

 【メモリアル公園検討分科会の設置について】 

・町民の皆様と行政の協働によるメモリアル公園の整備内容検討のため、元町地区まち

づくり連絡会の分科会として、「メモリアル公園検討分科会」を平成 27年度に設置し

ます。 

  ・メモリアル公園検討分科会では、追悼の場としてどのような工夫が必要か、どんな風

景の公園にしたいか、公園でどんなことをしたいかなどを、少人数のグループに分か

れて話し合い、公園のプランについて検討したいと考えています。 

 

 

（４）その他 

  ・被災した土地の土砂流出・防塵対策として、今後、地権者の方の同意を得て、緑化

等を行うことを検討しています。 


